
開催日：平成２９年１２月５日
場 所：笠間市友部公民館２階大会議室
参加者：６３名

当センターの自主開発課題で取り組んでいる「ケヤキ若
齢人工林の成長と土壌調査」と題して森林技術専門
官が調査結果の発表を行いました。

主催者挨拶をする田口所長

参加者の皆様、森林・林業公開講座に
参加いただきありがとうございました。
関東森林管理局
森林技術・支援センター職員一同

講演は、国立研究開発法人森林研究・整備機構森
林総合研究所 きのこ・森林微生物研究領域 微生物

研究室 小長谷啓介氏をお招きし「菌が森を支え
ている～菌根菌の生態と働き～」と題して講演
をいただきました。
菌類はカビ、キノコ、酵母の名称で呼ばれておりカビ
やキノコは菌糸体で構成され、酵母は単細胞性を示す
生活型を持つ菌類の総称であることの説明。酵母やコ
ウジカビなどは発酵食品に、また、医療へも利用されて
いる細菌もあり、人間の日常の生活を豊かにする働き
があると説明がありました。盛りだくさんの内容でしたが
参加者は真剣な眼差しで受講していました。

平成２９年度

第１回森林・林業公開講座を開催しました。


